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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・WIZ掲示板に医薬品情報が掲示されている。各自確認し、必要時に活用すること。
・プログラムミーティング内容について、各自内容を確認し、期限内にテキストの作成・提出をすること。
・PHS内線一覧表が更新された為、各自確認すること。

・H28年度委員会が公示されている。各自確認し、委員会業務を行なっていくこと。

＜青明舎利用者様情報＞

・赤石　陽介　様～5/11来所。昨日、仕事場にて昼食後喫煙している時に意識喪失し、救急車で日赤病院へ救急搬送されたとのこと。ベットが空き次第日赤病院に入院予定で、それまでは点滴施行のため毎日日赤病院へ受診すると話している。その後「先生に飲酒してること喋ったでしょ…」「俺の個人情報」とスタッフに追及しているため、青明舎登録時に必要に応じて関係機関と情報の共有をすることに同意してもらっていることを伝えている。主治医より、飲酒せず、早く日赤病院へ入院するよう話があったとのことだが、空きが出るまで入院できない為、どうにもならないと話されたと報告している。

5/12本人より、青南病院から松平病院への転院を考えていると話があり、状況を確認。理由として自宅からの通院に時間がかかるとのことで、自宅から近い病院へ変えたいとのこと。主治医への相談はしておらず、却下されそうな気がすると不安を抱いているため、まずは相談してみるよう提案している。

・寺沢　彩　様　～5/11来所。仕事が休みで青南病院で健康診断があるとのこと。仕事はとても楽しいが、サービス管理責任者が厳しい人に変わる為、少し緊張するとのこと。なにかあったさいにはすぐ相談するよう伝えている。

・高柳　和子　様～5/12デイケア来所時に転倒し、怪我を負った為、16時頃本人へ安否確認の連絡を入れている。「今、日赤から家に帰ってきました」と報告あり、現在の状態を確認。鼻骨が折れているという診断で、本人が心配していた入院はしなくて済んだ為安心したと話している。処置としては、消毒をし痛み止めが処方されたとのこと。デイケアへは上記について青明舎から伝えておくこととしている。来週（5/17、5/19）は療養のためデイケアは欠席し5/24から通所再開しようと思うとのこと。もし24日も通所出来なそうであれば自身でデイケアへ連絡を入れるよう伝えると了承される。

・大久保　恒夫様～5/14定期訪問実施。体調については、あまり良くないとのことで呼吸が上手くできず咳き込むことが多いとのこと。鹿内内科からは継続して薬を処方して貰っており、昨日も受診してきたと話す。医師からは、市営住宅の階段等を一気に上らず一呼吸をおきながらゆっくり上がるように言われたとのこと。また、手を動かして運動させるようにとも指導を受けてきたという。ずっと薬を服用していないと駄目なのかと尋ねる為、医師に相談してみるよう伝えている。身体の調子も悪いため早めに引越しをしたいとのことで、青明舎に引越しにおける手伝いを協力して欲しいと希望している。転居後の青明舎の訪問については、今後の身体状況等の不安や心配もあるため訪問の継続を望んでおり、了承している。

・大久保　律子様～5/14定期訪問実施。体調は「良いよ」と笑顔で話し、睡眠状態も良いとのこと。今は、夫（恒夫様）の身体面が良くないため家事等も協力して行っているとのこと。しかし、自分も負担をかけすぎると眼球上転し発作が起きるとのことで、ほどほどに協力していると話している。スタッフから無理せず行うよう助言している。

・平　京子　様　～5/15定期訪問実施。体調は変わりなく、夜もよく眠れていると話している。最近困っていることも無いとのこと。服薬については、ジプレキサは先月減薬になったままで、調子が良いと話している。血圧の薬は増薬になったが、デイケアで血圧測定すると朝は120代だが、午後になると130代になり、脈拍については、朝は90代だが昼は70代になるとのこと。血圧の薬は脈拍と関係あるのかとスタッフに確認する為、デイケア利用時に看護師に聞くか、青南病院定期受診時に主治医に相談するように話している。

・中村　茂　様　～5/16本人の妹様より電話あり。5/26バス券の更新を妹様と本人で一緒に行って行いたい為、通っている施設を休ませたいと話がある。デイケアスタッフとGH世話人へ伝えることを妹様へ伝えている。

＜グループホーム利用者様情＞

・淡路　智恵子様～デイケアにて、担当スタッフに「今週グループホームの世話人と（義）姉と話すことになりました」と報告がある。先日話し合った金銭に関しては、「年に20万（義姉に）あげても良いって計算だったので、10万ずつを6回あげようと思ってます」と話す為、状況の振り返りを実施。あげても良いのではなく、年に20万円ほど手元に残る予定であり、それをどう使うかは自由で、あげても良いということは言っていないことを伝えると「ああ、そうですか」と返答。グループホーム、デイケア両場面にて、通帳を手にしてから、アパート暮らしの訴えが多くなり、その都度保証人の問題があると説明しているが、”○○に保証人になって欲しい”等と同様の訴えを繰り返しており、考えのまとまらなさが感じ取れる。関係機関と情報共有していき、行動化に注意し、精神症状の観察とともに金銭面での相談に対応していくこととしている。

＜利用者様情報＞

・赤石　陽介　様　～昨日、明け方まで飲酒をし、体調が悪くなったとのことで八戸市立市民病院の救急外来を受診したとの報告がある。本日酒臭はしないが、明け方まで飲酒したとのことで、離脱症状と思われる手の震えや落ち着きの無さが見受けられる。最近の状況を確認すると、飲酒時に家族に対して蹴る、殴る等の暴力行為にいたる事が多く「暴力振るうことは止めたい、反省している」と話している。断酒に関しては「なんとかしたい」「やめたいと思っても止めれない」と話している。飲酒している理由は、以前入院中にスタッフに言われた言葉がモヤモヤと胸にあり、その気持ちの解消の為に飲酒しているとのこと。入院も考えたが、入院したくない思いと拮抗しているとのことで、今できることとして日中デイケアや作業所にきちんと通い生活リズムを立て直すこと、自助グループに通う仲間と分かち合うことを目標に掲げ、共有している。来所時には飲酒等生活状況を確認し、飲酒せず対処していくことができるよう関わっていく。

・中村　与一郎　様～5/21（土）パートでの正式雇用が決まったと報告があり、本日付けでデイケア利用が終了。今後について、緊張しやすいことを自覚しており、今回の就労に繋がるまでに緊張で上手くいえないこともあったことを振り返っている。デイケア利用は終了となるが、入浴の利用やナイトケアの利用が出来ることを説明し、利用したい場合は連絡を頂きたいことを伝えると「わかりました」と返事をしている。

・岩城　敏夫　様　～青風荘より情報提供あり、5/14(土)診察にて、眩暈の訴えや収縮期血圧が100～110mmHgである為、エホチール(5)3T×ndEが処方になったとのこと。本日デイナイトケアにて昼食後薬の服用に来ないため声掛けを行うと、忘れていたと話す。体調確認すると「フラフラする」と話す為、詳細を確認するが、話にまとまりがみられない。不調を感じた際にはすぐ教えて欲しいことを伝えている。

＜外来情報＞

・田中　一　様　～臨時薬としてレボトミンとヒベルナが2Tずつ処方されていたが、1Tへ

と減薬となっている。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（　上川原　豊　様）

実施日：H28年5月16日（月）13：30～14：00

担当チーム：佐々木・服部

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	上川原　豊　様
	性別
	男
	年齢
	54
	生年月日
	S35年11月8日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	低カリウム血症、高血圧症

	治療方針（医師の指示）
	・対人関係の改善　　　　

・作業能力・持続性の向上

・病識を見に付ける

	本人希望
	現在の生活を継続。高齢の母が体調を崩した場合は、実家に戻りたい。

	家族希望
	現在の生活を継続

	入院歴
	計2回（最終：　H27年6月17日～　H27年7月17日）青南病院

	通所歴
	　　3回目

· 前々回：H14年8月9日～H20年2月18日　ナイトケア

· 前回　：H20年2月18日～H27年6月17日　デイケア
· 今回　：H27年7月22日～デイケア　　（週3回/月・水・金曜日）

	その他サービス利用
	青明舎、訪問看護五福(週1回:木)

	住居：単身アパート生活
	家族構成　






※キーパーソン　上川原　徳子様(母)

（共依存傾向あり）


	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳

2級
	・障害基礎年金2級
・生活保護受給
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）


	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を維持する。
	健康管理を行う。
	①バランスのとれた食事を心掛け、体重50㎏台を維持する。
	①バランスの良い食事の工夫と適度な運動を行い、体力を維持する。スタッフは食事内容の確認をし、カリウムを多く含む食品が摂取できるようアドバイスしていく。また、散歩等の軽い運動には参加できるよう促していく。

	
	
	②体調不良の対処を適切にできるようになる。
	②体調不良を自ら伝え、対処できるようになる。スタッフは声を掛けていき、体調不良時の対処法を一緒に考えていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①バランスのとれた食事を心掛け、体重50㎏台を維持する。
	・低カリウム血症の症状についての訴え(脱力感、倦怠感、下肢の痛み)は聞かれていない。

・食生活については自炊し、野菜中心になるよう心掛けていると話しているが食事内容を尋ねても詳しい内容までは話したがらず、また、来所時の昼食は見えないところで食べており、食事内容の確認はできていない。

・入院して体力が低下したと話され、運動プログラムへは体調を見ながら徐々に参加するようになっている。

・昨年7月52kg。3月：54.2㎏ BMI：24.08


	主治医より軽い運動はしても良いと説明されているが、本人は運動禁止と思っているため、散歩やラジオ体操等の軽めの運動から始めるよう声掛けを行う。また、食事内容の確認を行い、カリウムを多く含む食品が摂取できるようアドバイスしていく。今後も目標を継続し、現在の運動量を維持していけるよう声掛けを行い、食生活の確認も行っていく。

	②体調不良の対処を適切にできるようになる。
	・入院前の筋肉の強張りは現在はないとの事。低カリウム血症の症状についての訴え(脱力感、倦怠感、下肢の痛み)も聞かれていない。

・入院中に血圧高値となり、後頸部や頭痛の訴えがあり、降圧剤服用開始している。利用時は血圧測定を実施しており、概ね130～140台/70～90台で経過しており、月に数回程度やや高めの時があるものの、頭痛等の訴えは聞かれていないため、血圧の変動と自覚症状に注意しながら参加状況を確認していく。

・膝の痛み増悪時は整形外科受診している。
	体調不良時に、症状をきちんと伝え、対処できるよう、スタッフは声を掛けていき、体調不良時の対処法を一緒に考えていく。

	その他
	・歯科受診は継続しており、治療のため欠席することがある。以前、体臭と無精ひげが目立っていたり、着用しているジャケットが汚れていたりしたが、現在は保清面では身だしなみに気を使っている様子がある反面、何ヶ月も同じ服装で来所しており、ジャケットやズボンに若干の汚れがみられている。

・最近、利用頻度が減少している為、本人と面談を行い、利用日にはきちんと通所し生活にメリハリをつけるよう提案していく。本人と面談を行った後、必要に応じて目標へ組み込んでいく。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を維持する。
	健康管理を行う。
	①バランスのとれた食事を心掛け、体重50㎏台を維持する。
	①バランスの良い食事の工夫と適度な運動を行い、体力を維持する。スタッフは食事内容の確認をし、カリウムを多く含む食品が摂取できるようアドバイスしていく。また、散歩等の軽い運動には参加できるよう促していく。

	
	
	②体調不良の対処を適切にできるようになる。
	②体調不良を自ら伝え、対処できるようになる。スタッフは声を掛けていき、体調不良時の対処法を一緒に考えていく。


